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が事げられ，他にアマモ，コアマモ，ウミヒルモの海草も見られた。

(岡山大拳理挙部生物拳数室)

岡村先生の思い出

山田幸男

我が園海藻撃の父岡村金太郎先生が逝去されたのは去る昭和 10年8月

21日であるからそれから此の8月21日までに・漏 19年が夢と過ぎた語であ

る。丁度との21日の朝自分は家人に向って19年前の今日明日又23日も東

京は随分暑くて御通夜の晩等も惟子でも汗が流れて困ったがとの今朝の涼し

さは何というととだろう。今日が先生の念くなられた日と同じ日等とは迫も

想像も出来泣い等と話したのでるるが，然しとれば北海道は札幌での話しで

東京は矢張り 40何年ぶりの暑さであったというから，東京では矢張り先生

の御命日('1:はふさはしい暑い日であったといえようか。兎に角あれからもう

19年の歳月が流れたととは否めない。其の日，先生から頂いた御手紙をあれ

とれと讃み返して憶い出を新にしたが年々先生の筆蹟が讃みにくくなってゆ

くととを感じて悲しさを費えるのであ仇それは先生の御手紙は仲々讃みに

くく，始終御手紙を頂いて韻み慣れていた時にはスラスラと積めたのである

が御逝去後は勿論新に御手紙を頂〈機舎も泣く自然に先生の筆蹟か譲みにく

く怠って来たのである。此鹿に昭和4年12月W.H.HARVEYの標本を勉強

する矯にアイルランドのグプリン市に滞在中先生から頂いた御手紙を御披露

してたき先生を偲ぶよすがと致し度い。

11月25日，咋日は朝9時頃50C，本年の最初の寒さ。

何より慌しき事は恩師 FR.SCHMITZの宵像を得たととでナ。平L、速机上に

供へ拝謝しました。賓に我邦海藻串の大恩人，多年その小影に接し度いと思

てゐたもの故ー唐嬉しく存じ候，厚〈御誼申候。藻類系統拳(書名を斯くし

ました)も今褐藻類の初校乞了った丈けです。多分来年3月頃殻賓となると

とでせう。

SAUvAGEAU: Sur l'alternance des generations chez Ie Caゆ'omitraca-
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brearae， 1926.とれば Biol.abstr.で見て早速間に合ふた故本文を訂正して

入れて置いたが原書をソーパジョーが呉れたかったから若し見られたら見さ

せて頂き度い。又 SAUVAGEAU: Asperococcωfullosusのlife七istoryも同

じく Biol.abstr.で見たが之は間に合はね故補遺として入れるつもり。之も

若し御入手伝ら拝見したい。

SrOSTEDTの書物3部御蔭で拝見有難く存じ候本人からは何とも申来ら

や，勿論書物も還り来らや候。 KYLlNは大抵呉れる人だが此頃何か pamphlet

が出た様だ治活ヴて呉れゑかったe 多分30とか50部とかより reprintがな

いから日本人迄には選り足らぬでaうろう。エパツテいる人の様だからナンダ
日本人がとでも云ふ見識訟のであろう。見渡す所米園で SETCHELL，HOWE; 

Kopenhagenで BORGESEN，ROSE肝 INGE;Franceで SAUVAGEAU，HAMEL; 

Lundで KYLIN，SVEDELIUSといふ位が営今の番付にのる第一流所か， 此等

の人々の批判は大抵よくわかっている様だが KJELLMANの分類の手腕に封

ナる批評は始めて知り申候Galaxaura等も少しSp.が多く分れ過ぎている

と思って居り候其離にゑると SETCHELLゑE少しEうかと思ぽれ候。殊に

GARDNERのGelidiumÎ'.C~ぽ尚更と存じ候。兎も角エライ人は皐聞に忠賓

と云ふか自設に忠賓と云ふか自設を担げ念い様だが之ぼ考へ物だ。 HOWEで

あったかの Scinaia.latifronsかは大方日本の rib(costa)あるものと同じ去

らんと思ひ候。 HARIOTの Alg.de Yokoskaの批判ぽ是非日本人の君の手で

書いてやるがよい。 トージンの鼻をスコシ小粒のサンショウでピリッとさせ

てやるのがよい。痛快!

WEBER VAN BOSSEのおばあさんぽ定めし遠方であるととか御舎ひでぽ

訟い様でしたが定めし70以上の老人とのとと，僕の窮民を定めし諸所で御

披露に怠った事でしょう。面と向つての事故御世僻グラグラでaうろうが然し
随分色々の批判のある事でしょう。時々クシャミナる事・があるから!岡譜も

今年中に6巻第2集を出し今第3集の2枚だけ銅版が出来，第5集迄は画が

準備じてある。君が踊って来てから少し教へて貰ったら第6集の材料には困

るまいと御蹄りを待って居ます。諸所の Herbariumを見たので従来の疑ぼ

しいものが大方判明した事であろう。例へば Vanvoorstia，Talorodictyon 

(之ぽEうだか)， Chondrus plat，抑制，Gigartina抑nctata(Chondrus ocell-

atω)， Chondrus punctat附 inSURINGAR'S Alg. Japon. (= probably Ch. ocell-

atus or Grat. sp)の様訟ものが知れたととι官、う.尤も Ch.ρlatynusぽGOBI
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か何かだからロシヤに行ってst.Petersb. Univ.ででも見tJ:くては...・
今私は藻類名義の再版(3版)にかかって今度ぽ各種の記載と各麗に 1つ

宛緯を入れるつもりで今Ch1orophyceaeの本文丈け了り之から Phaeophy-

ceaeにかかる所です。三年位かかるで・しよう(中時)。

此の4月3日から自分は自宅で海藻の講義をしてとの11月で第2回を

終る。来年4月迄多の中ぽ設備が念いから休んでまた4月から第3回をやる

計劃，前後2固で12-13人位の聴講生が出来たわけです。

東京を離れて按の宰でみたら定めし東京がEんなに恋ったかとぽ夢癖に

も息ぼれる事であろうが飴り饗った事ぼゑい。まだ日本橋通りを元の通り電

車が遇うて居て地下織も相饗らす=滞草と上野間丈け，今折角万世橋迄工事中

だが自分は未だ一度も試乗せや，讃草の観音様も御無沙汰でナ。所々方々ほ

りかへしで茅場町の所・や越中島へ来る橋のj羽i.tJ:eぼ回の様で毎日閉口。皐舎

も鑓りたく植物畢の位舎も天下太平。

尚老婆心を以て付記すれば上の御手紙中の「藻類名義の再版 C第3版)J
とあるのは先生の御逝去の翌年に出版された日本海藻誌のととで，嘗時ぽ未

だとの書名ぽ出来てい泣くて藻類名棄の第3版として出版する積りでいられ

たのである。(北海道大拳理拳郎植物拳数室〉

故岡村金太郎先生の想い出

一一紀伊灘戸採集随伴記一一

木下虎一郎

「藻類」創刊競，巻頭の山田先生の高著をはじめ，毎披，随所に故岡村

金太郎先生の御名前を拝見する。本邦海tt畢の鼻祖とし・亡営然のととではる
るが，今夏乍ら先生の赫々たる遣業を偲び，迫慕の念の禁じ得泣いものがる

る。主主に紀伊瀬戸採集随伴記を草し，先生の思い出とする。

X × 

岡村先生の紀伊瀬戸の採集ぽ，昭和5年7月と 6年8月及び7年4月の

3固に亘って，京大瀬戸臨海研究所(現在の白潰町，京大臨海賞験所)を根操
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